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※上記期日の中から、釧路リーグ事務局が決定する。
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試合の危険は対戦相手の５－０での不戦勝とする。
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申込先Ａ：釧路市立桜が丘中学校　宮崎　芳隆

申込先Ｂ：釧路市立大楽毛中学校　中町　正樹

会　　計：釧路市立鳥取西中学校　菅野　功一　
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（４）

(財)釧路体育協会、釧路市教育委員会

９月４日（土）、５日（日）、１１日（土）、２３日（木）、２５日（土）、１０月２日（土）、９日（土）　　　　　　

釧路リーグ事務局により決定する。

本大会参加申込締切日までに(財)日本サッカー協会に第３種登録した加盟チームであること。

北海道新聞社、釧路地区サッカー協会

釧路地区中学校体育連盟

名 称

主 催

平成２２年度第３９回北海道新聞社旗
兼　第４７回釧路地区サッカー協会会長杯中学生新人サッカー大会

開催要項

平成２２年度第３９回北海道新聞社旗　兼第４７回釧路地区サッカー協会会長杯中学生新人サッカー大会

本大会期間中に警告を２回受けた選手は、次の１試合に出場できない。ただし、この規定は本大会のみの
適用とする。

参加チームは、以下の手続きを期日までに完了すること。

参加申込書（参加意思確認・代表者会議出欠確認）を平成２２年７月２１日（水）１７：００までにE-
mailで申込先Ａに提出する。

共 催

（１）

釧路地区サッカー協会３種委員会

（３）

試合時間は５０分(２５分ハーフ)、ハーフタイムのインターバル(前半終了から後半開始まで)は原則とし
て１０分とする。

１２チームによるリーグ戦方式(1回戦総当たり)とする。

(１)項のチームに登録された選手であること。

（２）

（３）

参加料　１５，０００円

納入期限　平成２２年９月４日（土）までに会計に納付する。

大会参加料の納入

プログラム用メンバー表を平成２２年８月２７日（金）１７：００までにE-maileで申込先Ｂに提出する。

「自由な交代」は採用しない。

ベンチ入りできる人員は１３名（チーム役員４名、選手９名）を上限とする。

(財)日本サッカー協会により「クラブ申請」を承認された「クラブ」に所属するチームについては、同一
クラブ内のチーム間であれば移籍手続を行うことなく本大会に参加させることができる。なお、本項の適
用対象となる選手の年齢は第4種年代のみとし、同一クラブ内の第4種複数のチームから選手を参加させる
ことも可能とする。第3種およびそれ以上の年代の選手は適用対象外とする。

代表者会議までに釧路サッカー協会に承認された合同チームも認める。

（５）本大会を運営する釧路地区サッカー協会の活動の趣旨に賛同した保護者の同意を受けた選手であること。

本大会において退場を命じられた選手は、次の１試合に出場できず、それ以降の処置については本大会の
規律・フェアプレー委員会において決定する。ただし、この規定は全ての競技会に適用する。

同総得点

(財)日本サッカー協会競技規則による。ただし、以下の項目については本大会規定を定める。

協会登録選手の中から各節ごとに２０名の選手を登録できる。

選手交代は競技開始前に登録した最大９名の交代要員の中から最大９名までとする。

（４）

（１）

（４）

（２）

（３）

参加チーム

順位の決定は次の順序により決定する。

勝点(勝３点、引分１点、負０点)

当該チームの対戦成績(勝敗)

ｺﾞｰﾙﾃﾞｨﾌｧﾚﾝｽ 総得点

競 技 方 法

実行委員会による抽選

釧路市立景雲中学校、釧路市立北中学校、釧路市立鳥取西中学校、北海道教育大学附属釧路中学校、
釧路市立青陵中学校、釧路町立遠矢中学校、釧路町立富原中学校、ＩＮＦＩＮＩＴＹ、
｢釧路市立桜が丘・春採・幣舞中学校合同｣、｢釧路市立大楽毛・美原中学校合同｣、
｢釧路市立阿寒・音別・白糠町立白糠・庶路中学校合同｣、｢厚岸町立真龍・浜中町立霧多布中学校合同｣

競 技 規 則

参 加 申 込

ユニフォーム

主 管

参 加 資 格

後 援

期 日

会 場

ユニフォーム(シャツ・ショーツ・ストッキング)は正の他に、副として正と色の異なるユニフォームを参
加申込の際に記載し、各試合に必ず携行すること(ＦＰ・ＧＫ用共)。(財)日本サッカー協会に登録された
ものを原則とする。

審判(黒色）と同一または類似したシャツを試合において着用することはできない。

シャツの前面・背面に選手登録用紙に記載された選手固有の番号を付けること。

その他の事項については(財)日本サッカー協会ユニフォーム規定による。
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19 （１）

（２）

（３）

（４）

（５）

（６）

（７）

（８）荒天・震災・雷等、不測の事態が発生した場合は実行委員会において協議の上、対処する。中断・中止・
延期することがあることを留意のこと。

本大会は相互審判で行う。参加チームは(財)日本サッカー協会認定審判員(４級以上)１名以上を必ず帯同させ
ること(チーム役員も可)。

大会期間中の負傷及び事故の責任は、当該チームが負うこととする。また、医師及び救急用品の準備は各チー
ムの責任において行う。

（２）本大会において成績上位のチームは、平成２３年度道東ブロックカブスリーグ参入戦参加の資格を得る。

参加チーム
の入 れ 替 え

参加チームには運営当番を割り当てる。

帯同審判員

表 彰

監 督 会 議

３位までのチームに賞状を与え表彰する。

日時：平成２２年７月２２日（木）　１９：００　　

そ の 他

（１）

第１試合においては開始３０分前、第２試合以降は前試合のハーフタイム時に、当該チーム監督はメン
バー表３枚と選手証、ユニフォーム（明確に判断できる場合は不要）を持参し、担当審判を加えて大会要
項の確認と出場停止選手の確認、ユニフォームの色最終決定をマネージャーミーティングとして行う。

場所：釧路市立北中学校　１Ｆ　会議室

本大会の成績により、次年度のリーグ参加チームのクラス分けを行う。

本大会は実行委員会を組織し運営を行う。実行委員会は３種委員会役員及び参加チーム選出のリーグ事務
局で構成し、実行委員長は３種委員長が務める。

負 傷 及 び
事故の責任

開催要項に規定されていない事項については実行委員会において協議、決定する。

参加選手は、傷害保険に加入し、本大会での傷害に対応すること。

本大会において規律・フェアプレー委員会を組織し、委員長は実行委員長が務める。委員の人選について
は委員長に一任する。

大会規定に違反し、その他不都合な行為の発生した場合は、そのチームの本大会への出場を停止する。


